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3.授業紹介1

情報処理基礎A･B

鳥谷

18th　DB-West　ワークショップ

国語国文学分野の学生に対する情報処理教育のあり方

• パソコンを使うにあたって、最低限必要な基本的
知識、基本的技術の習得をおこなう。

• パソコンの仕組みを理解したうえで，まず電源を
入れるところから始め、Windowsのデスクトップ
の基本操作、キーボードの使い方、ワープロの操
作法、さらに、電子メール、インターネットの基

礎までを学ぶ。

授業の目的と概要（前期Ａ）
情報処理基礎Ａ

• 情報処理基礎Ａの内容を基礎として、パソコンの
応用についていくつかのアプリケーションソフト
を用いた実習を行う。

• 代表的なアプリケーションである表計算ソフト、
データベースソフト、およびプレゼンテーション
ソフトについて、その基本的な操作方法を理解す
る。

• われわれの生活や企業活動のなかで、これらのソ
フトウエアがどのように利用されるのかというこ
とを体験的に理解できるということがこの授業の
目標である．

授業の目的と概要（後期Ｂ）
情報処理基礎Ｂ

Ⅰ　電子テキスト化

Ⅱ　各種統計処理

Ⅲ　数値表の作成

Ⅳ　グラフ化

Ⅴ　プレゼンテーション

情報処理基礎Ｂにおける

　表計算・プレゼンテーション授業計画

情報処理基礎Ａ・Ｂ

Ⅰ　電子テキスト化　　　　ワープロソフト　 Ⅱ　各種統計処理（１）　　表計算ソフト　関数　
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Ⅱ　各種統計処理（２）表計算ソフト　データベース機能 Ⅱ　各種統計処理（３）表計算ソフト　データベース機能

Ⅱ　各種統計処理（４）　表計算ソフト　データ入力 Ⅲ　数値表の作成　表計算ソフト　表計算

Ⅳ　グラフ化　　表計算ソフト　　グラフ機能　　　　
Ⅴ　プレゼンテーション　　　パワーポイント　

字種の統計

ひらがな
72.5%

カタカナ
3.1%

その他
6.1%

漢字
18.3%

これまでの授業における問題点　

・タッチメソッドの習熟度

・インターネット関連への興味は高いが、目的が不明確

・ＬＡＮ環境の理解が難しい


